
灘手村づくり協議会 館長会 説明報告

１ 日 時 令和５年９月 26日（火）午後７時 30 分～午後７時 55分

２ 場 所 灘手コミュニティセンター

３ 内 容

【事務局説明】

・児童アンケート結果、９割の児童が肯定的な意見だった⇒学校生活が落ち着いていると判断

・今後のスケジュールと教育委員会方針の説明

・明倫小学校との統合については、時期、校地とも未定

・議会へも理解を得られるよう同様の説明を行っている

４ 主な意見・質問

灘手地区からの質問・意見 市教委回答

明倫小が統合することは決定か。また校名につい

ては、今回変わる校名が使用されるのか。

明倫小との統合は決定していますが、時期は未定

校名については、今回の校名を使用します。

卒業証書については、昨年度両校が閉校となって

いるので、今年度の卒業生は１番からとなるか。

１番からになります。

３月の説明会で「２学期にも変更を」というよう

なニュアンスで発言していたと記憶している。保

護者の気持ちはどうか。新しい校名の卒業証書を

という気持ちがあると思うが

保護者説明会の際に、卒業証書の話は伺いまし

た。年度途中の変更が難しいことを説明したとこ

ろ、「子どもたちに丁寧に説明してほしい」と言わ

れましたので、今週、成徳小学校児童へ説明に行

きます。

子どもだから知らなくていいではなく、成長の大

切な時ということを考えてほしい。

資料に 11月に（案）として決定とあるということ

は、市教委に決定権はないということか。前回の

こともある。今回は大丈夫か。

市議会に対して、色々な場面で機会を設けて説明

をして理解していただくよう努めています。。

新しい校名で卒業させると言った。

途中で校名を変えるのは難しいという話はなか

った。どこもしていないから倉吉もできないはお

かしい。現状維持は地域の衰退につながる

市教委でも検討しましたが、年度途中の変更は

様々な手続きがあることもありますが、子どもた

ちにもストレスを与えると考えました。

必ず４月に校名を変えるとの思いで今回取り組

んでいます。

４～５案選定時には、前回問題となったものな

ど、選定には配慮してもらいたい。

承知しました。


